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外有毛細胞第 1 列の移動距離は3.1±0.3µmであった。蓋膜があるコルチ器では高カリウム液灌流 3 分後、
内有毛細胞の移動距離は1.0±0.1µm、外有毛細胞第 1 列の移動距離は1.3±0.1µmであった。蓋膜がある
コルチ器の内有毛細胞、外有毛細胞第 1 列の移動距離は蓋膜がないコルチ器の約半分であった。
　蓋膜がないコルチ器の外有毛細胞第 1 列、第 2 列、第 3 列の移動距離は3.2±0.2µm、3.1±0.3µm、3.1



























摘出し、蝸牛の骨壁を除去した後、第 3 回転のコルチ器を約 3/4回転採取した。摘出された標本は蝸牛
軸、基底膜、ラセン靱帯、コルチ器を有している。蓋膜を有しないコルチ器標本は、蓋膜を微細鑷子を
用いて取り除いて作製した。単離したコルチ器は人工外リンパ液（137mM NaCl）で持続的に灌流し、外有







の移動距離は3.1±0.3µm で、蓋膜がある場合は各々1.0±0.1µm と1.3±0.1µm でいずれも50％以下であっ
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